
教育委員会

選挙管理委員会

市長部局

議会
　４月１日からの市の組織体制を以下のとおりお知らせします。

課長：黒澤 裕昭

室長：村上 知幸（兼）

政策広報係

秘書係

脱炭素推進係

課長：佐々木 真理

課長：小野寺 一典（兼）

職員係

行政係

財政係

財産管理係

課長：吉田 志真（兼）

課長：臼井 秀子

健康推進係

母子保健係

福祉係

介護係

広田診療所　　二又診療所

保健福祉総合センター

地域包括支援センター　　こころの復興支援室

企画政策課

脱炭素推進室

総務課

財政課

保健課

課長：千葉 祐子
子育て支援係

子ども家庭係

こども家庭センター　　高田保育所

小友保育所　　気仙保育所

子ども未来課

福祉課

企画部

部長：村上 知幸

事務局 局長：熊谷 重昭

総務部

部長：千葉 恭一
次長：小野寺 一典

福祉部

部長：吉田 志真

課長：千葉 達（兼）

図書館　　博物館

市民文化会館（中央公民館）

旧吉田家住宅主屋

教育総務課

課長：吉田 亜矢子

教育研究所　　学校給食センター

小学校 8校　　中学校 2校

学校教育課

事務局

教育次長：千葉 達

事務局 局長：千葉 恭一（兼）

監査委員 事務局 局長：阿部 景子

農業委員会 事務局 局長：菅野 泰浩（兼 市長部局参事）

固定資産評価審査委員会

課長：菅野 誠（兼）
管理係

道路河川係

住宅政策係

建設課

室長：菅野 優
住宅政策室

課長：髙橋 宏紀
都市計画係

土地活用係

土地活用推進課

課長：金濱 幹也
経理係

工務係

予防係

管理係

警防係 

通信指令係

救急救助係

管理係

生涯学習 ・ 芸術係

文化財係

上下水道課

建設部

部長：菅野 誠

課長：大友 真也
防災課防災局

局長：中村 吉雄

消防次長：岡田 雅彦
消防本部消防長

　 及川 貴美人

課長：山口 透（兼）
会計課会計管理者

　　 山口 透

課長：馬場 勝基

課長：吉田 幸喜
岩手県後期高齢者医療広域連合派遣：伊藤 芳光

コミュニティ係

生活環境係

市民係

国保年金係

地区コミュニティセンター 11 施設

清掃センター　　一般廃棄物最終処分場

陸前高田斎苑

まちづくり推進課

課長：細谷 勇次（兼）

市民税係

資産税係

収納係

税務課

市民課

課長：青山 豊英
水産係

漁港係

水産課

市民協働部

部長：細谷 勇次

課長：佐々木 学（兼）
主幹：大和田 智広

農政係

林政係

営農拠点施設　　交流促進センター（炭の家）

地域資源活用総合交流促進施設（川の駅）

農林課農林水産部

部長：佐々木 学

課長：村上 聡
定住交流係

スポーツ交流係

交流推進課

課長：菅野 洋（兼）
商工ブランド係

ふるさと納税係

観光係

商工観光課商工交流部

部長：菅野 洋

チャレンジショップ　　陸前高田高等職業訓練校

市民の森　　黒崎温泉保養センター

玉山休養施設　　高田松原地域振興施設（道の駅）

総合交流センター（夢アリーナたかた）　　

B&G海洋センター　　スポーツドーム　　

高田松原運動公園

浄化センター

消防防災センター

消防署

問い合わせ先 市役所総務課職員係（内線 311）

　市民課および税務課に関する窓口を一本化し、市民
課の窓口で受付を行っています。
　税に関する証明書の申請、納付相談など、税務課へ
のご用件で来庁した場合も、まずは市民課の窓口にお
越しください。市民課窓口にてご用件を伺い、申請方
法や担当などをご案内します。
問い合わせ先 市役所市民課市民係（内線133・134）

市民課と税務課の受付窓口を一本化しています

組織体制令和８年度

学
び
を
通
じ
、
未
来
を

創
造
す
る
、
心
豊
か
で

た
く
ま
し
い
人
づ
く
り

教
育
行
政
方
針

全文は
こちらから

1
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
た
く
ま
し

く
生
き
抜
い
て
い
く
力
の
育
成

　
学
力
向
上
に
向
け
て
は
「
子
ど

も
を
主
語
に
し
た
授
業
改
善
」
を

掲
げ
、「
主
体
的
・
対
話
的
で
深

い
学
び
」
を
通
し
て
、
思
考
力
や

表
現
力
の
定
着
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
効
果
的
な
活

用
や
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
よ
る
指

導
の
充
実
を
進
め
る
と
と
も
に
、

中
学
校
部
活
動
の
地
域
連
携
・
地

域
展
開
を
推
進
し
、
地
域
の
中
に

お
け
る
新
た
な
活
動
の
場
の
創
出

や
環
境
整
備
に
力
を
入
れ
て
い
き

ま
す
。
防
災
教
育
に
つ
い
て
は
、

15
年
間
の
歩
み
を
地
域
の
財
産
と

し
て
次
世
代
へ
確
実
に
引
き
継
ぐ

た
め
の
系
統
的
な
指
導
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

2

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に

し
た
学
校
教
育
の
推
進

　
増
加
傾
向
に
あ
る
不
登
校
へ
の

対
応
を
最
重
点
課
題
と
し
、
中

学
校
へ
の
「
校
内
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
」
設
置
や
、
家
庭
や
地
域
に

出
向
い
て
学
習
支
援
を
行
う
「
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
」を
強
化
し
、

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
多
面
的
に
対
応

し
て
い
き
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
教
育

で
は
、
新
た
に
小
学
校
６
年
生
を

対
象
と
し
た「
生
き
方
講
座
」を
実

施
し
て「
人
生
設
計
力
」を
養
う
ほ

か
、
国
際
交
流
研
修
の
拡
充
を
通

じ
て
異
文
化
理
解
と
学
習
意
欲
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

3

行
政
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が

一
体
と
な
っ
た
教
育
の
推
進

　
「
学
校
を
核
と
し
た
地
域
づ
く

り
」を
目
指
す「
地
域
学
校
協
働
活

動
」
を
さ
ら
に
活
発
化
さ
せ
、
地

域
全
体
で
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を

支
え
る
体
制
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
教
育
の
向

上
に
向
け
て
は
、
保
護
者
の
ニ
ー

ズ
や
社
会
の
変
化
に
応
じ
た
「
家

庭
教
育
学
級
」
な
ど
の
学
び
を
支

援
し
、
関
係
機
関
な
ど
と
連
携
し

な
が
ら
子
育
て
支
援
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

4

安
全
・安
心
な

教
育
環
境
の
整
備

　
少
子
化
に
伴
う
児
童
生
徒
数
の

減
少
に
対
応
す
る
た
め
、
小
中
学

校
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
や
地
域

懇
談
会
を
継
続
し
、
存
続
や
統
合

を
含
め
た
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
ま
い
り
ま

す
。
学
校
施
設
に
つ
い
て
は
、
建

築
後
40
年
を
超
え
る
校
舎
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
老
朽
化
対
策
を
進
め

る
に
あ
た
っ
て
は
緊
急
度
、
優
先

度
を
考
慮
し
て
修
繕
を
行
い
、
中

長
期
的
な
視
点
を
持
っ
た
計
画
的

な
維
持
管
理
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

5

生
涯
学
習
を
通
じ
た

地
域
共
生
社
会
の
実
現

　
令
和
７
年
度
か
ら
生
涯
学
習
施

策
を
教
育
委
員
会
に
集
約
し
実
施

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
社
会
教
育

と
学
校
教
育
が
一
体
と
な
っ
た
施

策
を
推
進
し
ま
す
。
芸
術
文
化
活

動
の
推
進
や
郷
土
芸
能
の
活
性

化
、
情
報
拠
点
施
設
と
し
て
の
図

書
館
運
営
、
文
化
観
光
拠
点
と
し

て
の
博
物
館
活
用
を
通
じ
て
、
市

民
の
生
き
が
い
創
出
と
交
流
人

口
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。
特
に
被

災
資
料
の
修
復
と
発
信
に
つ
い
て

は
、
全
国
の
専
門
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
継
続
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

6

価
値
あ
る
歴
史
・
伝
統
・
文
化

の
充
実
と
次
世
代
へ
の
継
承

　
文
化
財
基
礎
調
査
の
結
果
を
活

用
し
、
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

「
文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画
」の

策
定
に
向
け
た
具
体
的
検
討
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
日
本

遺
産
の
重
点
支
援
地
域
に
認
定
さ

れ
た「
み
ち
の
く
Ｇ
Ｏ
Ｌ
Ｄ
浪
漫
」

や
、
復
旧
が
完
了
し
た
旧
吉
田
家

住
宅
を
軸
に
、
国
内
外
へ
の
情
報

発
信
と
文
化
観
光
を
強
化
し
ま

す
。
ま
た
、
空
き
校
舎
な
ど
を
利

活
用
し
た
美
術
品
展
示
施
設
の
整

備
検
討
を
進
め
、
郷
土
ゆ
か
り
の

芸
術
作
品
を
地
域
活
性
化
の
一
助

と
し
て
活
用
す
る
た
め
、
よ
り
よ

い
施
設
づ
く
り
を
展
開
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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